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論文内容の要旨
血液化学成分と身体活動の関係について， スポーツ医学， 臨床検査医学， 生化学領域において， 各々異なった
観点から検討されている O 一方， 保健衛生学的観点から， 健常人においてこれらの血液化学成分の変動と日常の身
体活動との関連性を解明し， さらに健康維持増進のために活用する方法を確立することが重要であると考えられるO




年女子 131 名を対象に検討した。その結果， 血清 HDL コレステロール，血清卜リグリセライドおよび動脈硬化
指数と消費エネルギ一体重に統計的に有意な相関関係が認められ，さらに軽度の付加運動(最大酸素摂取量の30%お








血清酵素活性値に関しては主に y -GTP , CPK , LDH を中心に身体活動との関連性を検討した。
まず血清 γ-CTP 活性値は，飲酒習慣等の健康指標として重要な血液化学検査値である。そのため，最近の集団検
診では必ず測定されており 運動への関心が高まっている現況において身体活動状況と血清 y -GTP 活性値の関連
性を考察することは重要なことである。そのため血清 y-GTP 活性値とエネルギー消費量との相関並びに短期および
6 週間の運動付加試験を行った。その結果，短期運動付加試験において，血清 y-GTP 活性値は統計的に有意な上昇
を認めたが，逆に 6 週間の運動付加試験では，若干の低下傾向を示した。さらにエネルギー消費量の高い群ほど，血





















さらに，血清 LDH 活性値に対する軽度の運動付加の影響を検討したが，最大酸素摂取量の70% に相当する付加運
動により，活性値は統計的に有意に上昇した。運動付加試験における安全限界が，最大酸素摂取量の70%相当の運動
強度であると言われていることから，定期検診等で継続的に血清 LDH 活性値を追跡し，統計的に有意な活性値の上
昇が認められたならば疾病発症の場合を除いて，安全限界以上の運動が継続的に行われたことが推測できることを
認めた。
以上，本研究においては保健衛生学的視点、から，一般生活者の日常身体活動と血液生化学検査値の変動の相関を明
らかにし，血液生化学検査値が，一般生活者の身体活動指標，ひいては健康の指標に用いることが可能であることが
認められた。
論文審査の結果の要旨
健常人における血液化学成分の変動と日常の身体活動との関連性について検討し保健衛生学的視点から，一般生
活者の日常の身体活動と血液生化学検査値の変動の相関を明らかにした。このことにより血液生化学検査値が，一般
生活者の身体活動指標ひいては健康の指標に用いることが可能であることが認められた。これらの研究成果は保健
衛生学的視点から重要な知見を加えたものとして学位授与に値するものと判定した。
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